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日本ジオパークネットワーク	


•  会員　20地域　+　5地域 
　　　　　　23都道府県　37市　36町　8村　 

•  準会員　14地域　　鹿児島市（加盟日：2012年10月3日）	


•  合計　 30都道府県　52市　49町　17村　　118市町村 

参考　　2012年（平成24年）1月4日現在の日本の市町村 
　　　　　787市、748町、190村 
　　　　　合計1,725（内6村はロシアが支配） 
　　	




•  序 
•  季語の生まれた国 
•  太陽と月の役割 
•  地球の今 
•  変動帯と安定大地 
•  日本海の拡大 
•  東日本の巨大地震 
•  日本列島を見る 
•  西南日本の地震活動 
•  地球社会の調和ある共存 















水の文化	




京都市の地下水	

茶の湯	

　三千家　表千家、裏千家、武者小路千家	

　小川通りに面して、それぞれの井戸を持つ。適量の重炭酸塩。	

友禅	

　河川の規制で、地下水。鉄やマンガンなどの金気がない。	

豆腐、湯葉	

　ややミネラル分が多い。	

日本酒	

和菓子	

蕎麦	

京料理	

半導体	

	

尾池和夫著　『俳景』　『続俳景』　『俳景（三）』　（宝塚出版）　（2007年12月）	

  『変動帯の文化』（京都大学学術出版会）（2009年11月）	




活
断
層
運
動
厮
盆
地
句
平
野
可
産
叠
出
厹
叀。 

厹
叀
厮
叄
叇
大
地
震
叐
大
都
市
叏
直
下
双
起
厵
召
。	




大阪平野の活断層と地震跡。赤線は伏見地震で活動した可能性が高い断層、茶
線は伏見地震で活動した可能性がある断層、黒線はそれ以外の活断層です。赤
丸印は伏見地震によると思われる地震跡が見つかった遺跡。1：木津川河床遺跡、
2：内里八丁遺跡、3：今城塚古墳、4：田能高田遺跡、5：芦屋廃寺跡、6：西求女塚
古墳、7：兵庫津遺跡、8：玉津田中遺跡	

 	


産業技術総合研究所 
寒川旭による。	




地質調査所「有馬‐高槻構造線活断層系のトレンチ調査」	


川西地区、箕面地区、茨木地区でトレンチ調査を実施した。 
 
川西地区：花屋敷低地帯南縁断層の最新活動時期は安土桃山時代～江戸時
代初頭 
 
箕面地区：坊島断層の最新活動時期は室町時代～江戸時代 
 
茨木地区：安威断層の最新活動時期は鎌倉時代～江戸時代、真上断層の最
新活動時期は鎌倉～室町時代以降 
 
有馬‐高槻構造線活断層の最新活動は1596年慶長伏見地震に対応する。 
先行する活動は約2800年前の縄文時代晩期に生じた。 
 
平成８年１月１０日 　地震調査研究推進本部　地震調査委員会 	


 









張衡(AD. 78～ 139)の地動儀(西暦132年)  









南海トラフの巨大地震 
 
 
 
1707年10月28日 

（宝永 4年10月 4日）Ｍ 8.4   
『宝永地震』（２つの地震） 
 
 
 
1854年12月23日 

（安政 1年11月 4日）Ｍ 8.4   
『安政東海地震』 
1854月12日24日 
（安政 1年11月 5日）Ｍ 8.4   

『安政南海地震』 
 
 
 
 

1944年12月 7日 
（昭和19年）Ｍ 7.9   
『東南海地震』 
1946年12月21日 
（昭和21年）Ｍ 8.0 

 『南海地震』	


　地震活動期　　　　　　　　　　静穏期	




1995年から次の活動期 
(～2050年まで） 



高知県室津港	


昭和の南海地震で隆起した唐船島	


室戸岬の段丘地形	






Mw 9.1	






補足：鉛直地殻変動	


浅部＆深部延長がすべる場合	
地震発生帯のみすべる場合	




2. 「最大クラスの津波」をどのように受け止めるべきか	

 (1)南海トラフにおいて次に発生する地震・津波が、今回示され
る「最大クラスの地震・津波」であるというものではない。	

 (2)東日本大震災の教訓から、命を守ることを最優先として、こ
の最大クラスの津波への対応を目指す必要がある。	

 (3)しかしながら、この地震・津波の発生頻度は極めて低いもの
であり、過度に心配することも問題である。最大クラスの津波の
高さや津波到達時間が、実際に避難するに当たって厳しいもの
であるからといって、避難をはじめから諦めることは、最も避け
なければならない。なぜなら、最大クラスの津波に比べて規模
が小さい津波が発生する可能性が高いにもかかわらず、避難を
諦めることで、助かる命を落としかねない。	

 (4)これまで取り組んできた避難訓練などが無意味になるもの
ではなく、条件が厳しくなったと受け止め、「非常に大きな津波が
起こりうるということ」を念頭に置き、「強い揺れが起きたら逃げ
る」ということを一人ひとりがしっかりと認識して頂きたい。敢え
て言えば、正しく恐れてほしい。	




•  序 
•  季語の生まれた国 
•  太陽と月の役割 
•  地球の今 
•  変動帯と安定大地 
•  日本海の拡大 
•  東日本の巨大地震 
•  日本列島を見る 
•  西南日本の地震活動 
•  地球社会の調和ある共存 
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先進国では	


Reduce, 
Reuse and  
　　Recycle？ 

もったいない	


　　　　マータイさん	


 

「吾唯知足」	

龍安寺の知足の蹲踞	

‐茶室蔵六庵の露地	
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ありがとうございました。	

Thank you very much.  
谢谢	

감사합니다 
ขอบคุณ มาก ครับ


Спасибо  

尾池和夫『日本列島の巨大地震』 
岩波科学ライブラリー 
2011年10月26日	


『四季の地球科学　‐日本列島
の時空を歩く‐』 
岩波新書　2012年7月20日 


